




結核を早期発見するためのポイント
①無症状でも年に1回必ず健康診断等で胸部Ｘ線検査を受けましょう！

「肺がん結核検診」※1

対象者： 40歳以上の東大阪市民
検査内容： 問診、胸部X線検査
自己負担金：500円(保健センターは無料)※２

（65歳以上の方は無料です。当該年度中に満65歳の誕生日を迎える方も含みます）
予約方法： 委託医療機関や保健センターへ電話で申し込み

必要な物： ①東大阪市がん検診受診証 ②自己負担金 ③マイナ保険証（未対応の医療
機関の場合はあわせて資格情報のおしらせ）または資格確認書

問い合わせ先： 東大阪市保健所 健康づくり課
電話 072-960-3802 FAX 072-970-5821

※1   65歳以上の方は1年に1回結核の定期健康診断を受けることが法により定められています
※2 検診の自己負担金が無料になる場合があります。詳しくは上記の連絡先までお問い合わせください

結核を新たに発病する方の約7割は
60歳以上です。

そのうち80歳以上の方が約4割を
占めています。

結核は過去の病気ではありません

②毎日、体調を確認しましょう！

高齢になると、咳やたんの症状が出にくくなることもあります。

これらの症状が2週間以上続く場合は早めに受診しましょう！

問い合わせ先 東大阪市保健所 感染症対策課
電話 072-960-3805 FAX 072-960-3809

身体がだるい

疲れやすい息が切れる

0歳〜19歳
1%

20歳〜39歳
19%

40歳〜59歳
12%

国内における新登録結核患者の年齢別割合(令和6年)

80歳以上
43％

60歳～79歳
25％

体重が減ってきた

微熱 食欲がない

日本では毎年約10,000人の方が発症しています。

加齢に伴う免疫力の低下によって高齢者が発病するケースが多くなっています。


